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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第２四半期
連結累計期間

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

売上高 (千円) 10,359,813

経常利益 (千円) 656,803

親会社株主に帰属する四半期純利益 (千円) 457,478

四半期包括利益 (千円) 478,676

純資産額 (千円) 9,314,186

総資産額 (千円) 17,869,174

１株当たり四半期純利益 (円) 233.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

自己資本比率 (％) 52.1

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 193,345

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △238,250

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 76,247

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 910,558

回次
第61期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 140.75

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間において、ＦＬＵＳＳＯ株式会社を新規設立したことにより、連結の範囲に含めており

ます。

この結果、2020年９月30日現在では、当社グループは、当社及び連結子会社３社により構成されることとなりまし

た。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当新規上場申請のための四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等

に関する事項のうち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える

可能性があると認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」に

ついての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　① 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する活動制限の緩和に伴い

持ち直しを見せるものの、依然多くの分野で自粛ムードが残っており、再流行の懸念など、その先行きは不透明

であります。

一方、当社の需要と関係の深い新設住宅着工戸数は、４月～９月までの累計で41万４千戸（前年同期比11.3％

減）となりました。（参照：e-Stat 政府統計の総合窓口「建築着工統計調査」）

このような経済状況の中、当社グループは「中期経営計画2020～2022年度」を策定、株主価値の増大に向け、

適正な利益を確保し着実な成長を図ることを中長期的な目標とし、活動を行いました。

特に営業面では、新型コロナウイルス対策として、センサー水栓などの非接触型水栓や操作する時に触る面積

の小さいレバータイプの水栓の需要が高まっていることを踏まえ、製造部門・販売部門が連携して販売強化に努

めました。

また、リテールルートでは、昨今の新型コロナウイルスを契機に、ＥＣ市場がこれまで以上に成長すると予想

し、大手ＥＣ得意先を中心に、消費者のニーズをつかむ製品提案や販売企画の立案を強化していくことに注力い

たしました。

これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高は103億59

百万円となりました。利益面につきましては、生産性向上や原材料相場が比較的低価格で推移したことなどによ

り、営業利益は６億49百万円、経常利益は６億56百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億57百万円と

なりました。

　② 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ８百万円減少し、178億69百万円となりまし

た。流動資産の主な増減の内訳は、商品及び製品が２億93百万円増加、原材料及び貯蔵品が１億18百万円増加し

た一方、受取手形及び売掛金が２億26百万円減少、電子記録債権が１億44百万円減少、仕掛品が97百万円減少し

たことによります。固定資産の主な増減の内訳は、投資その他の資産が１億63百万円増加した一方、有形固定資

産が69百万円減少しました。

負債は、前連結会計年度末に比べ４億28百万円減少し、85億54百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金が１億87百万円減少、電子記録債務が２億24百万円減少した一方、長期借入金が１億53百万円増加したこ

とによります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ４億19百万円増加し、93億14百万円となりました。これは主に親会社株主

に帰属する四半期純利益４億57百万円によるものです。この結果、自己資本比率は52.1％となりました。
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　③ キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物は、９億10百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、１億93百万円の収入となりました。これは主に税金等調整前四半期純

利益６億88百万円、減価償却費２億１百万円、売上債権の減少額３億69百万円、たな卸資産の増加額３億18百万

円、仕入債務の減少額４億11百万円、法人税等の支払額２億28百万円によるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億38百万円の支出となりました。これは主に有形固定資産の取得に

よる支出１億58百万円、投資有価証券の取得による支出１億７百万円によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、76百万円の収入となりました。これは主に長期借入れによる収入３億

円、長期借入金の返済による支出１億38百万円によるものです。

(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変

更及び新たに生じた事項はありません。

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は86百万円であります。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,840,000

計 7,840,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,960,000 1,960,000 非上場
単元株式数は、100株
であります。

計 1,960,000 1,960,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年９月30日 － 1,960,000 － 98,000 － －

(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

西岡 利明 大阪府東大阪市 760,000 38.78

吉川 正弘 大阪府大阪市天王寺区 680,000 34.69

吉川 弘二 大阪府大阪市天王寺区 100,000 5.10

ＳＡＮＥＩ従業員持株会 大阪府大阪市東成区玉津1-12-29 100,000 5.10

夏目 和典 愛知県江南市 60,000 3.06

尼見 幸一 兵庫県神戸市北区 40,000 2.04

岸田 敏雄 奈良県香芝市 25,000 1.28

新田 裕二 愛知県名古屋市緑区 20,000 1.02

株式会社岡本製作所 大阪府東大阪市玉串町東3-5-18 20,000 1.02

株式会社坂井製作所 岐阜県各務原市テクノプラザ2-21 20,000 1.02

株式会社多喜プラスチック 岐阜県山県市中洞1044-3 20,000 1.02

株式会社田中工業 岐阜県加茂郡富加町滝田1360 20,000 1.02

夏目 明美 愛知県江南市 20,000 1.02

計 － 1,885,000 96.17
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,960,000
19,600 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,960,000 ― ―

総株主の議決権 ― 19,600 ―

　

② 【自己株式等】

　該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第204条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年９月30日まで)及び第２四半期連結累計

期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、ひびき監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,415,279 1,430,564

受取手形及び売掛金 3,782,445 3,556,402

電子記録債権 1,394,749 1,249,750

商品及び製品 3,241,579 3,535,500

仕掛品 388,541 290,940

原材料及び貯蔵品 980,519 1,099,473

その他 198,181 143,893

貸倒引当金 △992 △913

流動資産合計 11,400,303 11,305,613

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,527,260 1,481,961

機械装置及び運搬具（純額） 380,233 366,857

工具、器具及び備品（純額） 286,848 270,790

土地 2,381,072 2,381,072

その他（純額） 14,447 19,495

有形固定資産合計 4,589,863 4,520,177

無形固定資産

その他 96,580 88,860

無形固定資産合計 96,580 88,860

投資その他の資産

その他 1,794,821 1,957,918

貸倒引当金 △3,397 △3,395

投資その他の資産合計 1,791,423 1,954,523

固定資産合計 6,477,867 6,563,561

資産合計 17,878,171 17,869,174

　



― 10 ―

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,208,280 1,020,606

電子記録債務 3,140,948 2,916,749

短期借入金 776,000 750,000

1年内返済予定の長期借入金 216,842 224,542

未払法人税等 226,871 251,430

賞与引当金 331,356 338,586

その他 786,757 570,608

流動負債合計 6,687,056 6,072,522

固定負債

長期借入金 503,582 657,486

役員退職慰労引当金 503,678 515,328

退職給付に係る負債 1,251,330 1,260,320

資産除去債務 14,953 15,070

その他 23,260 34,260

固定負債合計 2,296,804 2,482,465

負債合計 8,983,861 8,554,987

純資産の部

株主資本

資本金 98,000 98,000

資本剰余金 121,520 121,520

利益剰余金 8,613,151 9,011,830

株主資本合計 8,832,672 9,231,351

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 40,457 74,239

為替換算調整勘定 51,076 33,469

退職給付に係る調整累計額 △29,895 △24,873

その他の包括利益累計額合計 61,637 82,835

純資産合計 8,894,309 9,314,186

負債純資産合計 17,878,171 17,869,174
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

売上高 10,359,813

売上原価 7,004,067

売上総利益 3,355,746

販売費及び一般管理費 ※１ 2,706,078

営業利益 649,667

営業外収益

受取利息 276

受取配当金 2,826

仕入割引 3,330

補助金収入 4,024

その他 7,300

営業外収益合計 17,756

営業外費用

支払利息 2,584

手形売却損 2,172

売上割引 2,118

その他 3,745

営業外費用合計 10,620

経常利益 656,803

特別利益

固定資産売却益 178

投資有価証券売却益 33,878

特別利益合計 34,056

特別損失

固定資産除却損 2,139

特別損失合計 2,139

税金等調整前四半期純利益 688,720

法人税、住民税及び事業税 253,394

法人税等調整額 △22,152

法人税等合計 231,242

四半期純利益 457,478

親会社株主に帰属する四半期純利益 457,478
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

四半期連結包括利益計算書

四半期純利益 457,478

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 33,782

為替換算調整勘定 △17,607

退職給付に係る調整額 5,022

その他の包括利益合計 21,198

四半期包括利益 478,676

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 478,676

　



― 13 ―

(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 688,720

減価償却費 201,646

貸倒引当金の増減額（△は減少） △82

受取利息及び受取配当金 △3,102

支払利息 2,584

為替差損益（△は益） 8,276

固定資産売却損益（△は益） △178

固定資産除却損 2,139

投資有価証券売却損益（△は益） △33,878

売上債権の増減額（△は増加） 369,626

たな卸資産の増減額（△は増加） △318,839

仕入債務の増減額（△は減少） △411,179

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,230

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,650

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16,663

未払消費税等の増減額（△は減少） △133,046

その他 12,294

小計 420,524

利息及び配当金の受取額 3,102

利息の支払額 △1,650

法人税等の支払額 △228,632

営業活動によるキャッシュ・フロー 193,345

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △0

有形固定資産の取得による支出 △158,913

有形固定資産の売却による収入 562

無形固定資産の取得による支出 △2,942

投資有価証券の取得による支出 △107,993

投資有価証券の売却による収入 66,925

貸付金の回収による収入 3,235

その他 △39,123

投資活動によるキャッシュ・フロー △238,250

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △26,000

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △138,396

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △556

配当金の支払額 △58,800

財務活動によるキャッシュ・フロー 76,247

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,058

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 15,284

現金及び現金同等物の期首残高 895,273

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 910,558
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

　（連結の範囲の重要な変更）

当第２四半期連結会計期間より、新たに設立したＦＬＵＳＳＯ㈱を連結の範囲に含めております。

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響に関する会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定に

ついて重要な変更はありません。

(四半期連結貸借対照表関係)

　 偶発債務

　

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

受取手形裏書高 79,606千円 73,921千円

手形債権流動化に伴う買戻義務 433,248千円 421,746千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

運賃及び荷造費 315,543千円

給料及び手当 780,552千円

賞与引当金繰入額 214,837千円

退職給付費用 31,623千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,650千円

貸倒引当金繰入額 △79千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 1,430,564千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △520,006千円

現金及び現金同等物 910,558千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月25日
取締役会

普通株式 58,800 30.00 2020年３月31日 2020年６月30日 利益剰余金

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月19日
取締役会

普通株式 58,800 30.00 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、水栓金具事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益(円) 233.41

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 457,478

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

457,478

普通株式の期中平均株式数(株) 1,960,000

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【その他】

第61期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）中間配当について、2020年10月19日開催の取締役会におい

て、2020年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

① 配当金の総額 58,800千円

② １株当たりの金額 30円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2020年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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